
西暦 日本歴 小樽・後志・北海道の動き 建築物（）は小樽市指定番号
小樽区（市）長

商工会議所会頭
小樽へ来た年・できごと 生・永眠 鯡（北海道の鰊漁獲高　м20～　　単位㎏） 我が家の歴史 世界・日本の動き

小樽の人口

（小樽文化史＆小樽統計書より）

手宮洞窟・フゴッペ洞窟～続縄文文化期（４～７世紀）

場所請負人制度～享保期（1716～1736）頃　運上屋　小樽内場所～岡田家（恵比須屋）高島・忍路場所～西川家（住吉谷）

1805 文化 ２ 幕府　西蝦夷地を収めて全島を直轄となす（近藤重蔵）　間宮林蔵カラフト島を確認 美泉定山（岡山県） 露艦艇、石狩湾に小樽沖調査

1816 文化13 初代山本久右衛門（青森県）

1818 文化15 松浦武四郎（三重県松坂） スガモ

1828 文政11 大竹作右衛門（会津） ホンダワラ

1830 天保元 木村円太郎（青森県） 昆布

1834 天保 5 沼田喜三郎（富山県） などの藻場へ

1835 天保 6 田中福松（青森県）青山留吉（山形県）

1836 天保 7 榎本武揚（東京）　北垣国道（兵庫県）

1837 天保 8 鈴木吉五郎（新潟県）

1838 天保 9

1839 天保10 永倉新八（東京都）

1840 天保11
船樹忠三郎（青森県）鵙目貫一郎（宮城県）猪俣安之丞

（新潟県）渋沢栄一（埼玉県）

1841

1842 天保13 クロフォード（アメリカ・ペンシルバニア州）

1843

1844 弘化元

1845 弘化 2 松浦武四郎28歳～蝦夷地探検（太平洋側根室まで） 早川両三（新潟県）

1846 弘化 3 アイヌの人口125人 再渡航（江差宗谷樺太ヲタルナイ～高島おばけ） 渡辺兵四郎（秋田県）

1847 弘化 4

1848 嘉永元 3度
松本壮一郎（兵庫県）添田弼（茨城県）高野源之助（会

津）

1849 嘉永 2 津古丹稲荷神社本殿 3度（国後島、択捉島）

1850 嘉永 3

1851 嘉永 4 藤山要吉（秋田県）

1852 嘉永 5

1853 嘉永 6 田中武左衛門 黒船

1854
安政元

嘉永 7
信香町は市街の体裁を整える　函館～物資の補給 田中福松　来道（古宇場所）17歳

浅羽靖（大阪）京坂与三太郎（富山県）広海二三郎（石川

県）

2.11日露和親条約～北海道が日本の領土と国

際的に認められる

1855 安政 2 幕府は蝦夷地を直轄地とし、領土の中へ組み込む　　神威岬以北への婦女子解禁 猪俣安之丞　来道（江差→余市）16歳 石橋彦三郎（滋賀県）山田吉兵衛　青山政吉（山形県） 　

1856 安政 3 小樽周辺に居を構え盛業を営むことが許されて一年後→「家居櫛比」アイヌの人口297人 4度目の探検　樺太→ヲタルナイ（二度目）

高橋直治（新潟県）野口吉次郎（石川県）平井晴二郎（石

川県）二代目山本久右衛門（新潟県）加藤忠五郎（新潟

県）

1857 安政 4
5度目ヲタルナイ　罕有日記～長岡藩士森一馬　佐藤玄悦～小

樽最初の医者

板谷宮吉（新潟県）寺田省帰（茨城県）早川両三（二代

目・八丈島）

1858 安政 5 6度目　初代山本久右衛門42歳 名取高三郎（山梨県)稲垣益穂（高知県） 日米修好通商条約

1859 安政 6 能島繁蔵（函館石狩小樽）青山留吉24歳  

1860
万延元

安政 7
函館開港 渡辺兵四郎15歳　船樹忠三郎21歳 西谷庄八（五代目・石川県)伊久治三郎（福井県） 桜田門外の変

1861
文久元

万延 2
ヲタルナイ場所請負人恵比須屋岡田、水天宮山下の海汀埋立を出願す（初めての埋立） 美泉定山 稲積豊次郎（富山県）内村鑑三（群馬県）

1862 文久 2 廣井勇（高知県）上田重良（岩手県）

1863 文久 3 西蝦夷日誌（蝦夷地探検でのこした日誌16冊＋未完の日誌類・挿絵） 恵美須神社（58）
山谷敏行（石川県）若林貞三（滋賀県）藤村信吉（和歌山

県）

1864
元治元

文久 4
倉内嘉蔵（新潟県）青木政徳（京都）

1865
慶応元

元治 2
小樽開基　ヲタルナイ村並　場所請負廃止 〇名主　山田兵蔵

犬上慶五郎（滋賀県）小林運平（秋田県）大家七平（石川

県）
1143

1866 慶応 2 手宮古代文字(続縄文文化期（四世紀～七世紀）　長兵衛

1867 慶応 3 中谷宇吉（徳島県）小町谷純（長野県）

1868
明治元

慶応 ４
幌内で石炭発見　穂足内騒動　箱館戦争 作佐部商店蔵（43） 川又健一郎（新潟県）増田久五郎（石川県） 戊辰戦争 2230

1869 2 開拓使設置　手宮海官所　小樽内→小樽　　　　　　　※小樽港は海陸連絡の要地→北前船が往来

金子元三郎（新潟県）加藤秋太郎（愛知県）伊勢谷吉蔵

（青森県）秋野音二郎（滋賀県）浜名甚五郎（初代・千葉

県）寿原重太郎（富山県）奥山富作０

蝦夷地→北海道　開拓使判官　島義勇　銭函

へ　首都が東京になる
2611

1870 3 町並
〇大年寄（最高権威）

船樹忠三郎
鈴木吉五郎 3169

1871 4 屯田兵入植開始　信香町常燈台（м7焼失） 早川両三25歳（初代）鵙目貫一郎31歳 稲葉林之助（愛知県）五代目木村円吉 廃藩置県 4020

1872
 

5 （150年
石造埠頭建設　手宮港→小樽港　小樽教育所（量徳学校）設置　小樽郵便局 能島繫蔵邸 郵便局（船樹忠三郎宅） 藤山要吉22歳　本多桂次郎～小樽焼　ホーレス・ケプロン 磯野進（新潟県）森正則（愛媛県）　山田兵蔵 太陽暦　新橋－横浜鉄道開通 4242

1873 6 斉藤喜五郎、藤野弥三兵衛が石蔵を建築 青山政吉　高野源之助 青木乙松（石川県） 4552

1874 7 電信分局（小樽札幌間） 石橋彦三郎18歳　木村円吉（二代目） 大阪ー神戸 4849

1875 8 東京～函館～小樽定期航路
板谷宮吉17歳　高橋直治18歳　井尻静蔵　名取高三郎　大竹

作右衛門　鷹尾了範（赤岩岳へ）三条実美
伊藤長右衛門（福井県） 樺太千島交換条約 5016

1876 9 札幌農学校開校　クラーク教頭 龍徳寺本堂（60） 　 三条実美（小樽八景）黒田清隆（玄武丸） 坂口繫次郎（和歌山県） 5533

1877 10 開拓使　手宮に木造桟橋を作る　小樽郡教育所→量徳学校 白鳥家番屋（м10年代） 佐久間範蔵～写真撮影
荒田太吉（福井県）岡崎謙（新潟県）板谷順助（新潟県）

志村寅次郎（熊本県）美泉定山　鵙目貫一郎37歳
西南の役 6170

1878 11 榎本武揚～手宮洞窟を報告　量徳学校開業式(10.26）
エドワード・エス・モース（40）　ジョン・ミルン　松本壮

一郎
杉江仙次郎（愛知県）

工部大学校（J・コンドル英国に学んだ）第一

回卒業生～辰野金吾・佐立七次郎・曾禰達

也・片山東熊

7341

1879 12 幌内炭鉱開鉱　第四十四銀行　第六十七銀行　？三井銀行小樽派出所（土場町）？　馬橇 遠藤又兵衛　クロフォード（~м15）大隈重信 8301

1880 13 11.28手宮ー札幌（35.9㎞・2時間半））　手宮桟橋（約430m）～トベイ号　三井銀行出張所 早川両三（二代目）　黒田清隆 　井尻静蔵(鹿児島県）　佐藤玄悦74歳 9551

1881 14 5.21金曇町大火　8月明治天皇来道　信香・有幌・港町・手宮への道路　樺戸集治監（月形町）
船樹忠郎と改名（総代

人・区会議員）

寿原弥平司　加藤忠五郎25歳　浜名甚五郎（初代）→（二代

目は12歳）
10634

1882 15 11.13手宮ー幌内（91.2㎞）「官営幌内鉄道」開通（石炭積み出し5ｔ）　開拓使廃止→函館札幌根室3県
犬上慶五郎18歳　沼田喜三郎49歳　鈴木市次郎　西郷従道

内村鑑三、祝津にて鮑魚の生態研究
寿原英太郎（富山県） 日本銀行開業 12783

1883 16 11.18日和山灯台　相生町～稲穂町道路開削　三菱対共同運輸の激しい競争 角江薬舗（石造建築） 松本壮一郎　平井晴二郎（16年頃）　寿原弥平次 13264

1884 17 三井銀行～二代目建物（堺町） 手宮駅長官舎 秋野音二郎15歳　ジョン・バチュラー夫妻　名取商店 苫米地英俊（長野県） 12078

1885 18 機関車庫3号（フランス積・最古）・しづか号　三菱会社と共同運輸の合併→日本郵船（株）小樽支店
金子元三郎（16歳）　中谷宇吉（19歳）河本徳治　佐久間範

蔵～写真館
二代目板谷宮吉（新潟県）猪俣安造（新潟県） 12822

1886 19 1.26三県一局廃止→北海道庁 野口吉次郎30歳　京坂与三太郎32歳 石川啄木（岩手県）畑貫治（石川県）小田觀螢（岩手県） 15882

1887 20 м20～м40石造建築の最盛期 金子元三郎商店（34） 岡崎謙11歳　幸田露伴 柴野仁吉郎（新潟県）野口喜一郎 470671 15461

1888 21 北海道庁本庁舎（赤レンガ庁舎～設計　平井晴二郎）　聯合運動会～т11年頃まで 　松浦武四郎71歳 670185 18788

1889 22 特別輸出港（米・麦・麦粉・石炭・硫黄）※酒醸造所～37　「炭鑛鉄道幌内線」（北海道炭鑛鉄道） 広海倉庫（66）～加賀瀬越 倉内嘉蔵26歳　西谷庄八29歳　寿原猪之吉 616426 大日本帝国憲法発布 20162

1890 23 熊臼村平磯岬より高島村厩岬に至る直線を以て小樽港内
～27小樽倉庫（13）西出孫三衛門・西谷庄八（加賀橋立）　　天上寺

本堂（49）～長野　善光寺を模して
伊勢谷吉蔵21歳　稲葉林之助この頃？ 松山嘉太郎（福井県） 706937 教育勅語 21383

1891 24 北門新報　丸井呉服店　共成株式会社 大家倉庫（1）～加賀瀬越　木村倉庫（21） 添田弼（小樽外六郡長）中江兆民　板垣退助　河野弘中 鈴木源重（山形県）並木凡平 792180 26597

1892 25 三井銀行～三代目建物（色内町） 25年頃渋沢倉庫（20）　島谷倉庫（42） 寺田省帰　増田久五郎24歳　岡田市松19歳　川又健一郎 586195 31472

1893 26 日本銀行小樽派出所4月　三井銀行小樽支店に昇格
杉江仙次郎15歳　小町谷純　井上内務大臣　奥井寛信（小樽

苗圃初代所長）
安達与五郎（福井県） 673518 34259

1894 27 特別貿易港（ロシア領沿海州サハリン及び朝鮮）　　小樽新聞～s17 右近倉庫（65） 寿原重太郎２６歳 竹鶴政孝（広島県） 781419 日清戦争7.25 39644

1895 28
初めて電灯　12月小樽商業会議所(農商務大臣榎本武揚から設立の許可を得て）　小樽倉庫～倉庫業開始　手宮工場で大勝号製作（国産第2号）

入船陸橋
百十三銀行（9） 岩永時計店　新倉屋創業 762852 終戦4.17or11.30 46982

1896 29 港の改修～その方式は　運河式かふ頭式か　稲垣益穂日誌（～s10まで） 魁陽亭（2）
　　　☆会頭～山田吉兵

衛
　 　鈴木吉五郎59歳 766665 50717

1897 30 北防波堤着工（218万8千円余）　日本銀行小樽出張所　　　　　　　　移民休憩所（道内で初めて）　高島水産試験場
徳源寺本堂（59）田中福松邸　м30頃カトリック住の江教会　旧久米

商店

二代目板谷宮吉12歳　廣井勇（小樽築港事務所長）35歳　磯

野進25歳　中村利三郎　伊藤長右衛門　青木政徳　三〼河本

そば店　稲積豊次郎

973776　м30年頃最盛期 54966

1898 31 奥井寛信が長橋苗圃を核に植林事業 м３１以前旧手宮鉄道施設・危険品庫 　　　☆～高野源之助
稲積豊次郎　　ロース幼稚園　小樽孤児院（中島武兵～小樽育

成院）青木乙松25歳
615004　м30年代塩数の子製造 56961

1899 32 9.16区制　開港場（国際貿易港）　12.28大シケ360mできていた м30年代岩永時計店（8） 〇～金子元三郎30歳 田中酒造創業　住吉神社大鳥居　　　浅羽靖～架空の転籍者を 田上義也（栃木県） 724151 （函館89756　札幌40578） 61892

1900 33 花園公園（長岡安平～公園設計家）電話開通　松ケ枝町の遊郭（南郭） 猪俣安之丞邸（75）～銀鱗荘s13余市から移築 　　　☆～渡辺兵四郎
電話番号一番～名取商店　二番～若林貞三　四一番～第一銀行

（始終一番）伊久治三郎40歳小田觀螢14歳
　青木政徳36歳 712950 66908

1901 34 高島に水産試験場　小樽ー稚内定期航路
中村善作　越崎宗一　寿原外吉（富山県）寿原九郎（石川

県）猪俣安之丞61歳
720930 71724

1902 35 石炭積み出し91万ｔ　高島村と祝津村が合併　熊臼村・朝里村・張碓村・銭函村が合併 遠藤又兵衛邸（4） 　　　☆～高野源之助 安達与五郎9歳　庁立小樽中学校（潮陵高校） 697807 75077

1903 36 10.15函館ー小樽間鉄道開通　小樽中央→高島駅→中央小樽→小樽　『小樽港に来航する船々～汽船・西洋形帆船・和形帆船の3種類』 増田倉庫（22）
〇～山田吉兵衛 　☆添田

弼

畑貫治15歳　板谷順助26歳　稲垣益穂小樽区尋常小学校6代目

校長として着任

小林多喜二　大竹作右衛門76歳　松本壮一郎54歳　船樹忠

郎63歳
856751 79362

1904 37 5.8稲穂色内大火（2481戸焼失）　船見通りが造られる　蘭島海水浴場開業　三井銀行～四代目建物
川又健一郎商店（15）　金澤友二郎邸（五楽園～м37以前・s61解体植

物園はм39焼失）
三代目山本久右衛門　厚三　本間写真館創業 621631 日露戦争2月終戦9月 85173

1905 38 三井銀行～五代目建物 岡崎倉庫（3棟）1号棟м38　2・３号棟м39（64） 〇椿秦一郎 かま栄　新海金物店創業 伊藤整　能島繁蔵　青木政徳43歳 548066 ポーツマス条約（小林寿太郎-ウィッチ） 86471

1906 39
11.13樺太国境線画定会議　日本銀行小樽支店へ昇格　再び国営化されм42～「手宮線」「函館本線」「幌内線」に区分される　曲辰鈴木商店

小樽進出

10月日本郵船（株）小樽支店（石造）日本郵船（株）残荷倉庫（54）

名取高三郎商店（7）磯野商店倉庫（83）猪股邸（26）旧岡崎倉庫
志村寅次郎29歳　庁立小樽高等女学校　小樽盲啞学校 462774 88056

1907 40
大黒屋呉服店　小樽日報　小樽ー樺太定期航路（藤山汽船）『※南樺太へ～大銀行や大手資本の進出　近代建築の博物館』梅ヶ枝町の遊郭（北

郭）

小樽聖公会（28）～プロテスタント系　久保商店（33）向井呉服店支

店倉庫（73）旧梅屋商店

石川啄木22歳（9月27日～1月19日115日間）野口雨情　松川

嘉太郎17歳　原敬　藤原銀次郎
　高野源之助 468978 90372

1908 41 北防波堤竣工（１２８９ｍ）機関車庫１号竣工　北炭ローダー基礎　青函連絡船　電灯の架設　※石造倉庫171棟 百十三銀行（５）　　　м42以前～北海雑穀株式会社（85） 柴野仁吉郎20歳　加藤秋太郎　渋沢栄一68歳　花園橋 中村伸郎　榎本武揚７２歳 498287 91281

1909 42 南防波堤着工（517万円）　廣井勇「差し当たり運河を造り艀船を採用するのが得策」と提案　※石工の数78名 小樽新聞社　м42頃三〼河本そば　五百羅漢・宗円寺 〇竜岡信熊　☆藤山要吉 伊藤博文 並木凡平　渡辺悌之助　山田吉兵衛　早川両三初代65歳 440919 韓国併合 91524

1910 43 「近代公園の先駆者」と評される著名な造園家・長岡安平が描いた花園公園の設計図（公園はм33に完成）
м末（倉庫）・s6丸ヨ白方支店（81）м末日本郵船（株）支店長社宅

（57）
荒田太吉 六代目木村円吉　小林千代子　一原有徳（徳島県） 473710 91962

1911 44 8.24から二泊～皇太子宿泊所　高架桟橋（長さ289m高さ19ｍ）～ｓ19廃止　5月小樽高等商業学校開校（東京神戸山口長崎） 小樽公会堂（12）　広海商事事務所　金子元三郎邸м末～s46解体 渡辺竜聖 442990 92485

1912
 大正元

明治45
レルヒ少佐　羊蹄山でスキー　『※小樽は日本の近代建築の技術的・構造的変遷過程の遺構がすべてラインアップされている』

7.27日本銀行小樽支店（煉瓦＋モルタル）7.21北海道銀行本店（石造＋

コンクリート・6）寿原邸（27）本願寺小樽別院
〇渡辺兵四郎 　石川啄木27歳 500407 92580

1913 2 т元頃　塩田別邸（67） 　　　☆磯野進 千登勢温泉（～戦前まで） 774327 92830

1914 3 小樽運河着工　奥沢水源地（中島鋭治～近代水道の父～階段式溢流路「水すだれ」） 電気館（6階建て・現在の建物はs14） 棟方虎夫「小樽」発行 　浅羽靖　田中福松　金子誠治 731435
第一次世界大戦7月　　　　　終戦1918年11

月11日
94695

1915 4 小樽公園と改称　渋沢倉庫小樽進出 共成（17） 　　　☆高橋直治 　上田重良　永倉新八77歳　水の江瀧子 648042 98746

1916 5 サクラビール 苫米地英俊（小樽高等商業学校教授） 　北垣国道79歳　添田弼　青山留吉81歳 630129 函館大火 102106

1917 6 区立図書館（区役所内で貸し出し）8.27米人スミス飛行　北海道無尽創設（寿原重太郎・英太郎）
〇永井金次郎　☆山本厚

三
尾崎行男 　小林運平 382346 ロシア革命 103611

1918 7 開道五十年記念博覧会　小樽無尽 岡田嘉子～北門日報社 　寿原猪之吉55歳 451917 102462

1919 8 小樽港湾ゼネスト　立岩なくなる 水天宮本殿・拝殿（50）青山漁家住宅 〇大味久五郎 金子誠治　高浜虚子　美園創業 702309 106945

1920 9 5.4尼港事件　小樽乗合自動車 （赤バス）　駅名が小樽駅となる～7月 日本石油（株）倉庫（53）　塚本商店（68） 稲垣益穂退職（17年間） 731084 函館～144740　札幌～102580 第1回国勢調査108113

1921 10 北海製罐工場（函館より移る）小樽市街自動車（青バス） 上勢友吉商店（23）高島役場庁舎（45）戸羽亨商店 　　　☆森正則
原敬　大町桂月　市立小樽高女　多喜二～高商（←庁立小樽商

業）寿原外吉20歳
493205 111939

1922
       11

（100年前）
8.1小樽市　南防波堤竣工（932m）島防波堤（915m）北防波堤延長（419m）　※銀行が24行　小学校聯合運動会廃止

10月三菱銀行小樽支店（鉄筋コンクリート）北海製罐（株）旧第2倉庫

（76）和光荘
整～高商（←庁立小樽中学） 　寿原弥平次6３歳 470155 117953

1923 12 9月小樽運河完成（1324m巾約40m）
10月北海道拓殖銀行小樽支店（鉄筋コンクリート・31）高橋倉庫

（51）旧青山別邸　旧第21部火災予防番屋　顕誠塔
〇佐柳藤太（初代市長） 8.5花園橋渡橋式　一原有徳 　沼田喜三郎92歳 451917 9.1関東大震災 123091

1924 13 ※入港船舶6248隻　艀595　12.27手宮火薬大爆発
7月第一銀行小樽支店（24）中越銀行小樽支店（38）第3倉庫（76）北

海道帝国大学忍路臨海実験所（初代はм41落成）
若槻禮次郎内務相 　初代板谷宮吉68歳　クロフォード 551892 127561

1925 14 浪華倉庫（77）篠田倉庫（63） 〇木川田奎彦　☆磯野進 т14頃　園井恵子 毛利昭子（長野県） 573275 134469

1926
昭和元

大正15
※м2～昭和元　北海道への移住者227万人　ソビエト領事館　メーデー（手宮公園）2000人

岡崎家能舞台（12）小樽組合基督協会（29）～プロテスタント系　戸

出物産小樽支店（41）　第十二銀行稲穂出張所
　高橋直治71歳　平井晴二郎 550584 128754

1927 2 曲辰鈴木商店閉店（1920年代の世界三大倒産）　モノレール計画　若竹地区水陸連絡設備トランスポーター3基外～s11　磯野農場小作争議

旧三井銀行小樽支店・六代目（鉄骨鉄筋コンクリート）潮見台浄水場管

理棟（47）花園会館（46）田中酒造店（36）島谷汽船（株）社長宅

（55）板谷宮吉邸（71）坂牛直太郎邸（74）

　伊久治三郎67歳 573275
金融恐慌　　F・L・ライト（帝国ホテル）米

国に学んだ田上義也
143781

1928 3 英国領事館　小樽商業会議所→小樽商工会議所　海員組合ストライキ 昭和初～前堀商店　杉森喜一郎邸（84） 並木凡平19歳（小樽新聞） 　廣井勇67歳　二代目早川両三 406693 145125

1929 4 ※入港総数11769983t　水産試験場本場（余市） カトリック富岡教会（70）～ドイツゴシック様式 　　　☆河原直孝 「不在地主』『蟹工船』発表　あまとう
ナンシー梅木（梅木美代志）　若林貞三67歳　大家七平64

歳　広海二三郎75歳
294979 世界金融恐慌 146385

1930 5 定山渓への有料道路建設 安田銀行小樽支店（19）～本店神戸　岡川薬局（32）渡邊酒造（37） 　内村鑑三　加藤忠五郎　青山留吉81歳　青木乙松58歳 　283217　小樽大凶漁 144887

1931 6 オタモイ遊園地着工　臨港浜小樽駅　水産試験場余市へ　小樽海洋博覧会（1か月ほどで延べ47万人） 越中谷ホテル（16）丸ヨ白方支店　北海製罐工場（76）銭函駅逓 与謝野晶子・鉄幹 407745 148376

1932 7 白蛇弁天堂完成　定山渓有料道路完成 小堀商店（72）水上宅　龍宮閣唐門 　渡辺兵四郎87歳 387423 5・15事件 150448

1933 8 小樽市庁舎　転車台製造

10月9日小樽商工会議所（10）小樽市庁舎（11）～土肥秀二設計　通信

電設浜ビル（40）水上歯科医院（78）旧川田商店　もみじ橋の三角屋

根3軒

〇板谷宮吉　☆杉江仙次

郎
純喫茶　光 　野口吉次郎　五代目西谷庄八　　　小林多喜二29歳 524604 151400

1934 9 小樽駅（三代目）～アールデコ様式　オタモイ龍宮閣竣工　札樽国道開通 住吉神社社務所（61） 竹鶴正孝40歳 　中谷宇吉 366763 函館大火 152240

1935 10 北手宮小学校雪まつり　連合艦隊入港

北海道庁土木部小樽築港事務所見張所（39）荒田商会（52）小樽無尽

（株）本店（69）北海製罐事務所（76）高島町役場庁舎（45）横浜正

金銀行小樽支店　もみじ橋～9月

リタ夫人　藤山一郎（東京ラプソディー）　大月桂月 　稲垣益穂77歳 218354 153587

1936 11 連合艦隊入港 第四十七銀行小樽支店（25）小樽保証牛乳株式会社（82） . 　藤森茂男　森正則65歳 130078 2.26事件 155327

1937 12 石炭積込桟橋110m～s14北炭ローダ基礎（石炭積出し～唯一現存）　開道７０年北海道大博覧会 6月28日三井物産小樽支店（30）光邸（79）石川源三商店 ヘレンケラー　石原裕次郎（3歳～9歳まで7年間） 　藤村信吉 83508 日華事変（盧溝橋事件）7月7日 157117

1938 13 田園都市構想（桜ロータリー〈先に入っている車が優先〉、銀鱗荘移築、龍徳寺別院）～s9事業スタート 〇河原直孝 　藤山要吉87歳　磯野進66歳 12825 日独伊三国同盟　国家総動員法 158857

1939 14 　伊藤長右衛門63歳 101312 160597

1940 15 高島町・朝里村と合併　第一埠頭 154424 紀元二千六百年 164282

1941 16 民政党系の革新倶楽部、政友会系の昭和会ともに解散→大政翼賛会小樽支部結成 石原裕次郎　稲穂小学校入学 　五代目木村円吉　並木凡平 168011
太平洋戦争 　日ソ不可侵条約（有効期限5年

～1946.4.25）まで
163387

1942 17 日本銀行札幌支店　小樽新聞廃刊 　寺田省帰84歳　寿原重太郎75歳 190745 158605

1943 18 北海道中央バス　三井銀行と第一銀行合併→帝国銀行 　　　☆松川嘉太郎 349480 158523

1944 19 　犬上慶五郎 367824 151905

1945 20 7.12小樽空襲～20機編隊 〇福岡幸吉 　稲葉林之助　山谷敏行81歳　河原直孝　園井恵子 343136
ヤルタ会談　ソ連南樺太侵攻（8.9～）シベリ

ア抑留　終戦（8.15）
145510

1946 21 279255 11.3日本国憲法発布 150611

1947 22 〇寿原英太郎 238380
5.3施行　教育基本法、学校教育法公布（6・

3・3・4制）
164934

1948 23 178893 169700

1949 24 港まつり 　名取高三郎92歳　板谷順助７３歳 180121 朝鮮戦争 175051

1950 25 余市フゴッペ洞窟　第二埠頭 　山本厚三68歳 171437 178330

1951 26 重要港湾 〇安達与五郎 　秋野音次郎82歳　寿原英太郎76歳 190847 182346

1952 27 5.9龍宮閣焼失　冬の国体 小樽地方貯金局（設計～小坂秀雄　施工～大虎加藤忠五郎） 　金子元三郎83歳 278432 日米安保条約発効 183749

1953 28 　杉江仙次郎76歳 251892 186906

1954 29 天皇皇后小樽へ～和光荘　第９回国民体育大会 　岡崎謙74歳　加藤秋太郎85歳 117856 187989

1955 30 三井銀行に再改称 　　　☆寿原外吉 44357 190270

1956 31 天狗山観光道路開通 35727 国際連合に加盟 193211

1957 32 　小町谷純90歳　坂口繫次郎 45086 194308

1958 33 塩谷村と合併　北海道大博覧会（祝津会場） にしん漁場建築（田中福松邸м30）泊村より移築 ナンシー梅木アカデミー賞助演女優賞　倉島千代子 144157 203486

1959 34 小樽市水族館開館 19594 204098

1960 35 14275 204856

1961 36 　 21295 205001

1962 37 5月14日手宮線旅客営業廃止 　二代目板谷宮吉78歳 23527 205062

1963 38 「ニセコ・積丹・小樽海岸国定公園」 15446 206778

1964 39 9月市内高架　JR歩行者専用～稲穂橋 14913 東京オリンピック　東京モノレール ☆207093

1965 40 　　　☆木村円吉 16766 206525

1966 41 第三埠頭　道臨港線　都市計画決定 大島渚 　苫米地英俊 23436 205029

1967 42 潮まつり 〇稲垣祐 　毛利昭子 29189 205876

1968 43 33773 204955

1969 44 　伊藤整64歳 24162 アポロ11号月面着陸 202028

1970 45 小樽ー舞鶴・敦賀フェリー　※銭湯64軒 　鈴木源重 45063 199904

1971 46 札樽バイパス　有幌地区石造倉庫取り壊し 40384 191808

1972
       47

（50年前）
中央埠頭 26536 札幌オリンピック 190016

1973 48 「小樽運河を守る会）会長越崎宗一事務局長藤森茂男～運河保存運動とまちづくり運動（s59まで） 　　　☆河合一成 　小田觀螢87歳 44437 オイルショック 188967

1974 49 小樽ー新潟フェリー 43005 188043

1975 50 〇志村和雄 29987 187719

1976 51 　小林千代子（伸江）　越崎宗一 39622 197432

1977 52 14757 187155

1978 53 ポートフェスティバル（約10万人）オタル実行委員会（1978～1994） 北一硝子本店 5219 186122

1979 54 色内埠頭　岩内大火 　竹鶴政孝85歳　安達与五郎86歳 6206 185301

1980 55 天狗山ロープウェイ 11166 184090

1981 56 トランスポーター 11852 182404

1982 57 平和都市宣言 23750 180675

1983 58 　中村善作　秋野武夫 8157 179385

1984 59 84小樽博覧会（ルイジ・コラーニ作〈フライングシャーク〉） 6985 177995

1985 60 幌内鉄道廃線（105年間）11月5日貨物営業も終了 　寿原外吉84歳 11066 176170

1986 61 サマーフェスティバル（Ｈ6まで9回）　運河埋立　運河散策路 65822 174558

1987 62 〇新谷昌明 　藤森茂男 19017 172408

1988 63 6424 170717

1989
平成元

昭和６４
はまなす国体（第44回） 6202 消費税（3㌫）賦課 166579

1990 2 市場25軒　太陽神戸三井銀行に改称 2405 164568

1991 3 14814 163475

1992 4 「小樽の歴史と自然を生かしたまちづくり景観条例」　さくら銀行に改称  　六代目木村円吉82歳 3383 162148

1993 5 2475 米凶作 161033

1994 6 　金子誠治80歳 3178 159993

1995 7 JR民営化　勝納フェリーターミナル 3792 158544

1996 8 国道229開道　日本海ニシン資源増大プロジェクト 2224 157082

1997 9 2757 155784

1998 10 2634 154768

1999 11 雪あかりの路 〇山田勝磨　☆鎌田力 2631留萌で群来(45年ぶり） 153550

2000 12 三井住友銀行に改称 174 152063

2001 13 231 150244

2002 14 9月日本銀行小樽支店閉鎖　11月三井住友銀行小樽支店閉鎖 203 148791

2003 15 280 沖縄都市モノレール線（ゆいレール） 147124

2004 16 港町埠頭（第一埠頭）拡張 1256 145493

2005 17 325 143490

2006 18 328 141322

2007 19 　ナンシー梅木78歳 1099 139267

2008 20 941 137120

2009 21 　水の江瀧子94歳 2059 135168

2010 22 　　　☆山本秀明  　一原有徳 1932　　数回の群来 133168

2011 23 外航クルーズの日本海側拠点港 〇中松義春 1945 131444

2012 24 1536 129947

2013 25 2297 127793

2014 26 1141 125540

2015 27 〇森井秀明 2029 123376

2016 28 1733 121268

2017 29 群来 119352

2018 30 日本遺産「北前船寄港地・船主集落」認定 〇迫俊哉 群来 117042

2019
令和元

平成31
日本遺産「北の産業革命『炭鉄港』認定 群来 114919

2020 2 群来 112961

2021 3 群来 110807

2022 4 地域型＝小樽のストーリー　おタテ祭り 　　　☆中野豊 群来 ロシア　ウクライナへの軍事侵攻 109038

2023 5

小樽の年表（加除修正を楽しんで！）

最終更新日：2023年1月3日（火）



寺田省帰 〇林清一 〇高橋直治 〇藤山要吉 金子元三郎

文化 ２村住三右衛門 〇広谷順吉 〇三木七郎右衛門 福長作太郎

第2級 〇堀江音次郎 中谷宇吉 船木忠郎 〇田中武左衛門 寿原重太郎

〇鈴木市次郎 松田直次郎 〇山田吉兵衛 亀尾紋造

第3級 高野源之助 〇渡辺兵四郎 本間健次郎 佐藤寿吉 遠藤次郎右衛門

〇板谷宮吉 〇早川両三 麻里英三 倉内嘉蔵

大豪邸

金澤友次郎邸（五楽園） 富岡1丁目32 м37以前 s61解体

金子元三郎邸 富岡1丁目17～18 м末 s46解体

遠藤又兵衛邸 富岡1丁目9－4 м35 土地1281㎡（388坪）

建物766㎡

現在171㎡

火防線

1904年（明治37年）5.8稲穂色内大火

船見通りが造られる

浅草通り～第一火防線

中央通り～第二火防線

龍宮通り～第三火防線

大通り

第一大通り（～サンモール商店街～花銀通り～）

第二大通り（現在の国道5号線）

花園第三大通り（～花園会館～みなと餅～）

人口

1868（明治元年）年～1950年（昭和25年）→小樽文化史より　　

1951年（昭和26年）～2022年（令和4年）→小樽市統計書より

小樽の繁栄の流れ

港の整備→ 入港船の増加→
物資を取り扱う卸

商の増加→

鉄道による道内物

流の増加→
金融機関の増加

北海道の心臓といわれた街

最終更新日：2023年1月3日（火）

小樽区議会

第1回選挙当選者

区役所の庁舎は始め量徳町六〇番地に在ったが、三四年一月新庁舎が落成し

て、公園内の現在地に移った。

第一回の選挙に当選した区会議会の氏名は次の通りで、その過半数が商業会

議所（明治二十九年創立ー会頭山田吉兵衛）を兼任しており、文字通り当時

の小樽の政財界を代表する人たちであった。〇印は兼任

「人口十五六万の、街並が山腹に階段形に這い上った港町で、広大な北海道の奥地から集まって

きた物産が、そこから又内地へ出て行く謂わば北海道の『心臓』みたいな都会である。」ー小林

多喜二「故郷の顔」

港湾労働者は全盛期4000人余り。沖仲士、艀人夫、陸仲士、倉仲士、木材仲士、石炭人夫。親方、小

頭、常夫、」臨時雇い



出典 最終更新日：2023年1月3日（火）

小樽市史

小樽市史年表

「小樽」　棟方虎男

月刊　小樽学 特定非営利活動法人　歴史文化研究所

小樽商工会議所百年史

「東宮行啓記念小樽区写真帖」 小樽区役所

「東宮殿下行啓記念写真帖　大正11年」 小樽区役所

日本建築学会北海道支部研究報告書№65　小樽関係抜粋

総覧　日本の建築　小樽関係抜粋

おたる案内人　小樽観光大学校認定・検定試験公式ガイドブック改訂版 小樽観光大学運営委員会編

小樽市歴史年表～戦前編～ 特定非営利活動法人　歴史文化研究所

小樽歴史物語　　 おたる政寿司　山川隆著

小樽の歴史的建造物　歴史的建造物の実態調査（１９９２年）から

小樽市史軟解 月刊ラブおたる

写真集　小樽築港１００年のあゆみ

流芳後世　おたる海陽亭

小樽のおいたち 小樽市教育委員会

おたる再発見 北海道新聞社

小樽散歩案内 ウィルダネス社

小樽散歩案内　改定新版 ウィルダネス社

小樽歴史探訪　小野洋一郎 共同文化社

小樽歴史探訪 北海道新聞社

小樽のアルバム

小樽の遺構再発見 読売新聞社

小樽の町並み歴史的建造物ガイドマップ

ゆく20世紀　小樽後志 北海道新聞社

おたる百年の点景 北海道新聞社

小樽に於ける商人の出現と各種商業の変遷

おたるむかしむかし 月間おたる

小樽ひとと建物

おたる歴史への誘い

みんなで語ろう小樽の町づくり 北海タイムス

小樽の建築

小樽の建物 北海道新聞社

原稿小樽明治29年からの四十年誌付手宮発達記　山谷敏行の実録郷土史を写す

小樽のスケッチ

おたる再発見 北海道新聞社

おらが町内人記

小樽の20世紀 北海道新聞社

写真博物館 北海道新聞社

続・写真博物館 北海道新聞社

日本銀行小樽支店90周年記念誌

小樽中期および昭和戦前期の小樽色内通り街並みの復元



小樽運河

大正初期の小樽区色内町の産業分布と建築配置

坂と歴史の港町　小樽 朝日新聞社小樽通信局編

日本郵船小史

港・今昔物語

小樽の建物散歩 北海道新聞社

歴史を訪ねて　朝里再発見 （有）北海道新聞中販売所発行

鈴木商店小樽支店と志水寅次郎　欧州大戦下とのグリーンピース・コネクション

小樽市総合博物館紀要第34号別冊
芳賀　直樹

おたる西洋館 北海道テレビ

おたるの町並み 朝日新聞社

我が青春の街角へ　小樽　昭和ノスタルジー プラントマガジン社

小樽の女 松尾正路

小樽港民

北海道人国記　小樽編 北海タイムス

鰊場物語 内田五郎

後志鰊街道

鰊御殿

「写真集明治大正昭和小樽」 国書刊行会

写真集　千葉七郎　小樽の建物 噴火湾社

小樽関係人物録　※「北海道大百科事典」（北海道新聞社）より抜粋 市立小樽図書館　編

小樽潮陵高等学校六十年の歩み

創立五十周年記念　櫻陽

「小樽市立稲穂小学校開校百周年記念誌　稲穂の百年」

量徳百年

小樽の話 堀耕

鵙目塾物語　小樽教育ことはじめ 越崎清二

小樽文化史 小樽市

小樽運河史 小樽市

小樽公園誌 小樽市

安達与五郎追悼録

北海道の百年　小樽関係抜粋

着地型観光商品づくりのための素材集　北海道の『心臓』と呼ばれたまち　小樽 NPO法人OBM

小樽の文化財　北海道の『心臓』と呼ばれたまち・小樽　 小樽市教育委員会

豪商列伝 月刊おたる

続・豪商列伝 月刊おたる

小樽経済百年の百人 北海タイムス社

スハラ食品九十年のあゆみ

寿原商事株式会社50年誌

2022小樽市制100周年記念事業「海で拓かれた北海道の過去・現在・未来」小樽

港歴史年表
市立小樽図書館

小樽市総合博物館　運河館の年表

雪の駆逐艦 三宅喜久子

THE　JR　Hokkaido　No.305　特集「樽僑」と呼ばれた男たち JR北海道　車内誌

…市立小樽図書館所蔵　書籍より多数

小樽市の人口の変遷

1868（明治元年）年～1950（昭和25年）年→小樽市文化史より

1951（昭和26年）年～2022（令和4年）年→小樽市統計書より


